
送付数 回収数 回収率

139 137 98.6%

１　看護職員の配置状況（非正規雇用職員含む）　※ R5年4月1日現在

保健師 助産師 看護師 准看護師
看護職員

合計
看護補助者

128 297 12,994 2,101 15,520 3,370
121.3 276.0 12,414.8 1,948.6 14,760.7 2,995.9

２　正規雇用看護職員の採用状況（R４年度）

保健師 助産師 看護師 准看護師 計
4 34 1,274 229 1,541

2 27 1,105 128 1,262
0 10 144 5 159
0 15 560 27 602
0 7 117 4 128

50.0% 79.4% 86.7% 55.9% 81.9%
※ 募集人数に対する採用人数の割合

３　採用時の年齢

～19歳 20代 30代 40代 50代 60歳～ 合計

人数 11 750 197 173 95 36 1,262

割合 0.9% 59.4% 15.6% 13.7% 7.5% 2.9% 100.0%

４　正規看護職員の退職状況（R４年度）

保健師 助産師 看護師 准看護師 計
7 22 1,095 250 1,374
7 20 1,011 237 1,275

7.7% 9.5% 9.9% 13.7% 10.4%

５　退職時の勤務年数

～1年 1～5年 6～10年 11～15年 16～20年 21年～ 合計

人数 195 620 217 136 58 148 1,374
割合 14.2% 45.1% 15.8% 9.9% 4.2% 10.8% 100.0%

６　退職時の年齢

～19歳 20代 30代 40代 50代 60歳～ 合計

人数 3 497 276 238 173 187 1,374
割合 0.2% 36.2% 20.1% 17.3% 12.6% 13.6% 100.0%

病院令和５年度看護人材実態調査（採用退職状況等調査）集計結果

調査期間
令和5年7月～9月 県内病院

調査対象

　

充足率※

退職人数
自己都合退職

離職率

新卒者
県外養成所卒

県外からの就職

募集人数
採用人数

実人員

常勤換算



７　自己都合退職者の退職理由（複数回答可）

～19歳 20代 30代 40代 50代 60歳～ 合計
新卒

（再掲）

0 72 22 6 1 0 101 2
0 23 36 13 0 4 76 1

0 13 14 14 36 47 124 4
0 51 18 18 11 6 104 9
0 11 17 19 29 15 91 1
1 68 36 18 8 1 132 2
2 131 44 65 28 4 274 7

0 25 14 9 5 3 56 2
0 11 8 6 0 0 25 1
0 5 5 8 10 4 32 0
0 3 3 8 4 2 20 0
0 4 2 4 5 1 16 0

0 22 17 23 14 5 81 4
0 19 11 13 8 10 61 1

0 7 3 6 2 2 20 2
0 51 35 27 21 13 147 3

※ 家庭の事情、家事専念、通勤の負担、妊活、都会に住みたい　等

８　人員配置における課題（複数回答可）

件数

88
97

43
39
18

66

21
17

※ 管理職の人材不足、看護補助者の不足、介護量の増加による業務負担の増大　等

その他　※

健康上の理由（精神的）

慢性的な人員不足

夜勤可能な看護職員の不足
短時間勤務者の増加
重症看患者の増加等による業務負担の増大

経験の浅い新任看護職員の増加

看護職員の高齢化による労働力の低下
配置基準と実情が一致していない
その他　※

医療事故や責任の重さへの不安

給与についての不満

休暇についての不満

超過勤務、夜勤の負担

人間関係の悩み

課　　題

自分の適性・能力への不安

親族の健康・介護
転居
他の職場（看護職）への興味

他職種への興味

キャリアアップ目的

結婚
出産・育児
健康上の理由（身体的）



９　認定看護師の配置状況

279

認定看護師配置施設数 54

認定者数 施設数 認定者数 施設数

11 8
18 11
20 15 1 1
23 17
7 6

21 17 2 2
0 0 1 1

51 31 8 7
9 9 2 2
0 0 0 0
6 5 0 0
2 2 1 1
8 7 0 0
2 2 0 0

15 14 4 3
0 0 0 0

17 15 3 3
7 6 0 0
4 4 1 1
4 4 0 0
5 5 0 0

15 10

１０　認定看護師の活動内容（複数回答可）

件数

52
44

19
42
38

32
27

3
※ 雑誌等の執筆、コロナ患者受け入れ対応　等

１１　認定看護師養成課程への職員派遣状況

件数

14
65

57

１２　認定看護師養成課程に職員を派遣していない理由（複数回答可）

件数
32

9
40
7

9
4

※ 遠方で受講が困難、認定看護師としての業務負担が大きい　等

がん放射線療法看護

慢性呼吸器疾患看護

慢性心不全看護

糖尿病看護

不妊症看護

新生児集中ケア

透析看護

救急看護

手術看護

乳がん看護

摂食・嚥下障害看護

小児救急看護

認知症看護

脳卒中リハビリ看護

がん性疼痛看護

がん化学療法看護

訪問看護

感染管理

精神科看護

集中ケア

皮膚・排泄ケア

緩和ケア

人員配置の問題

その他　※

希望者がいない
院内活用ができない
必要性がない

経費負担ができない

小児プライマリケア

認知症看護

脳卒中看護

がん放射線療法看護

呼吸器疾患看護

心不全看護

計画的に派遣している
希望があれば派遣している
派遣していない

院内職員への指導・相談

院内研修・研修プログラムの担当、指導
看護研究（共同研究、指導・助言含む）
所属施設外の職員への指導

認定看護師教育としての講義、看護学生講義等
学会や自治体、看護協会等における委員会活動等

一般住民への指導、社会活動等
その他　※

活動内容

派遣状況

理　　由

A
課
程

7

2

分　　野 分　　野

認定者数（実）

クリティカルケア 8

皮膚・排泄ケア

緩和ケア 3

B
課
程

がん薬物療法看護

在宅ケア

感染管理

糖尿病看護

生殖看護

新生児集中ケア

腎不全看護

手術看護

乳がん看護

摂食嚥下障害看護



１３　特定行為研修修了者の配置状況

110

30

人数 施設数
実績あり
施設数

20 9 4
27 13 5
30 13 4
4 3 0
3 2 0
5 3 0
7 5 3

20 9 5
13 8 6
13 5 2
45 14 10
15 8 5
19 7 4
6 4 0

97 28 10
42 23 6
23 7 1
6 4 0

14 5 1
13 10 4
3 2 0

１４　特定行為研修修了者に期待する効果（複数回答可）

件数
75

76
51

41
3

2
※ 患者へのタイムリーな介入、学習する文化の醸成

１５　特定行為研修への職員派遣状況

件数
6

61

68

１６　特定行為研修に職員を派遣していない理由（複数回答可）

件数
29
8

45
14
12
12
5

※ 医師の協力を得にくい、遠方で受講が困難　等

循環動態に係る薬剤投与関連

精神および精神症状に係る薬剤投与関連

ろう孔管理関連

栄養に係るカテーテル管理（中心静脈カテーテル管理）関連

栄養に係るカテーテル管理（末梢留置型中心静脈注射用カテーテル管理）関連

腹腔ドレーン管理関連

創傷管理関連

感染に係る薬剤投与関連

血糖コントロールに係る薬剤投与関連

術後疼痛管理関連

動脈血液ガス分析関連

呼吸器（長期呼吸療法に係るもの）関連

透析管理関連

循環器関連

心嚢ドレーン管理関連

胸腔ドレーン管理関連

看護師の負担が増大する

希望があれば派遣している

派遣していない

人員配置の問題

経費負担ができない
希望者がいない
院内活用ができない

必要性がない
その他

理　　由

医師の業務負担の軽減（タスクシフト）
効果があると思わない

その他　※

計画的に派遣している

創部ドレーン管理関連

修了者数（実）

特定行為研修修了者配置施設数

効　　果

派遣状況

呼吸器（人工呼吸療法に係るもの）関連

呼吸器（気道確保に係るもの）関連

区　　分

皮膚損傷に係る薬剤投与関連

栄養および水分管理関連に係る薬剤投与関連

看護師のスキルアップ
看護の質向上

医師と看護師の協働の推進



１７　特定行為研修の研修機関指定の有無

件数

5
132

7

指定を受けていない
今後５年以内に指定予定あり

指定を受けている

指定の有無


